
領域 5-1-6 発熱 

 

■腫瘍随伴症候群について 

・腫瘍随伴症候群とは，腫瘍またはその転移巣から離れた部位で生じるいくつかの症状。  

・全身性、皮膚、内分泌性、消化管、血液、神経性、腎性、リウマチ性などの多彩な症状を呈す 

・これらの症状は腫瘍から分泌される物質によって二次的に発生するか，または腫瘍に向かう抗体が他の組織と

交差反応した結果起こりうる。症状は，いずれの臓器または生理系においても生じうる。 

・最高 20％の癌患者が腫瘍随伴症候群を経験するものの，しばしばこれらの症候群は認識されない。 

・腫瘍随伴症候群に関連する最も一般的な癌は肺由来のものである；その他は腎癌，肝細胞癌，白血病，リンパ

腫，乳房および卵巣の腫瘍，神経の癌，胃および膵臓の腫瘍などである。 

【全身の腫瘍随伴症候群】 

・症状として発熱，寝汗，食欲不振，悪液質など。 

・これらは免疫反応に関与するリンホカインの放出から，または腫瘍壊死因子αなど腫瘍細胞死に関与するメディ

エーター（炎症性サイトカイン）から起こりうる。 

 

   

              

     

               
                         
           
                

       

                          
                       

             

                               
             



 

               
             

                                

                               

           

              

                            

                                

      

                   

                                

          


